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鴨
緑
江
。
白
頭
山
を
源
に
中
朝
を
画
し
て
黄
海
に

注
ぐ
大
河
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
２
月　

日
金
正
恩

２３

を
乗
せ
た
緑
の
特
別
列
車
が
、
こ
の
大
河
に
架
せ
ら

れ
た
橋
を
渡
り
、
長
駆
ベ
ト
ナ
ム
に
向
か
っ
た
。
橋

は
、
日
本
統
治
時
代
に
架
設
さ
れ
た
二
本
の
鉄
橋
で
、

上
流
側
の
橋
は
中
朝
友
誼
橋
と
呼
ば
れ
、
鉄
道
道
路

併
用
橋
で
あ
る
。
下
流
側
の
橋
は
鴨
緑
江
断
橋
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
朝
鮮
戦
争
の
と
き
国
連
軍
の
空
爆
で

破
壊
さ
れ
、
現
在
は
寸
断
さ
れ
た
ま
ま
、
遊
歩
道
と

し
て
整
備
さ
れ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
６
月
、
私
は
満
州
ツ
ア
ー
で
、
丹
東
を
訪
れ
、

鴨
緑
江
断
橋
に
上
が
っ
た
。
橋
か
ら
北
朝
鮮
新
義
州

側
を
眺
望
す
る
と
大
観
覧
車
が
み
え
る
が
、
回
転
し

て
い
な
い
。
河
辺
に
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
風
の
モ
ダ

ン
な
建
物
が
み
え
る
が
、
人
影
は
な
い
。
中
国
丹
東

側
を
振
り
返
る
と
、
橋
上
は
中
国
人
の
観
光
客
で
溢

れ
て
い
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
第
一
回
米
朝
会
談

（
６
月　

日
）
の
直
後
だ
っ
た
が
、
緊
張
感
も
な
く
、

１２

朝
鮮
へ
の
日
帰
り
遊
覧
も
盛
況
の
よ
う
だ
。

　

鴨
緑
江
を
遊
覧
船
で
ク
ル
ー
ズ
し
た
。
北
朝
鮮
側

は
、
林
と
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
州
で
は
、
数
人

２００

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

の
ひ
と
が
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
貝
か
魚
を
採
っ
て
い

る
。
北
朝
鮮
の
ひ
と
は
一
目
で
見
れ
ば
わ
か
る
と
い

う
。
痩
せ
て
い
て
顔
色
が
悪
い
と
ガ
イ
ド
が
説
明
し

て
く
れ
た
。
中
国
側
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し

て
い
る
。
護
岸
で
は
老
人
や
子
供
が
川
遊
び
に
興
じ
、

朝
鮮
側
の
岸
近
く
ま
で
遠
泳
し
て
い
た
。

　

虎
山
長
城
に
向
か
っ
た
。「
万
里
の
長
城
」
の
東

端
に
位
置
す
る
明
代
の
遺
構
で
あ
る
。
長
城
の
石
楼

と
戦
台
が
修
復
さ
れ
て
い
た
。「
長
い
壁
」
は
異
民

族
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
要
塞
で
あ
っ
た
が
、
明
は

清
の
入
関
を
ゆ
る
し
、
あ
え
な
く
滅
亡
し
た
。

　

長
城
を
下
り
、
土
産
物
屋
の
並
ん
だ
小
径
を
ぬ
け

る
と
、
の
ど
か
な
小
川
に
ぶ
つ
か
る
。
川
幅
二
、
三

ｍ
の
両
岸
に
フ
ェ
ン
ス
が
あ
る
。
人
民
解
放
軍
の
兵

士
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
こ
が
国
境
と
は
気
づ
か
な
い
。

「
一
歩
跨
―
中
朝
辺
境
」
と
い
う
石
碑
が
あ
り
、
観

光
客
が
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
遠
い
昔
、
川
を

ひ
と
跨
ぎ
で
往
来
し
て
い
た
所
で
あ
ろ
う
。

　
「
国
境
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
米
国
で
は
「
壁
」
を

建
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
英
国
で
も
「
関
」
が
設
け

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
わ
が
国
で
も
隣
国
と
「
境
」
を
争

っ
て
い
る
。

　
「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
事
始
め
に
よ
る
と
、
司
馬

遼
太
郎
は
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
を
書
く
つ
も
り
も
な
け

れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
を
書
く

つ
も
り
も
な
い
、
こ
の
国
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
書
い
て
み

た
い
の
で
す
…
…
」
云
々
と
。

　
「
く
に
」
と
は
何
か
、
中
朝
の
国
境
を
目
の
前
に

し
た
と
き
、
あ
ら
た
め
て
向
き
合
っ
て
み
た
い
と
思

っ
た
。
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